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研究成果の概要（和文）：　アジア地域における日系自動車企業のロジスティクスの現状と課題を分析するとと
もに、物流企業の自動車関連物流サービスの展開状況を明らかにした。インド、タイ、インドネシア、シンガポ
ール、ミャンマー、中国等での現地調査により、日系自動車企業と日系物流企業が現地の物流事情に適合させ
た、ミルクラン調達やVMI(ベンダー在庫管理）、遠隔地混載等のロジスティクスシステムを構築していることが
明らかになった。ASEANを中心とする地域統合の動きに合わせて、日系自動車企業は国際的な自動車・部品相互
供給ネットワークの構築を進めており、日系物流企業は荷主企業のニーズに対応して国際物流サービスを開発し
ようとしている。

研究成果の概要（英文）：The study analyzed the current situation and issues of the logistics of 
Japanese automobile companies in Asia, and clarified the development of automobile related logistics
 services by Japanese logistics companies. As a result of field surveys in India, Thailand, 
Indonesia, Singapore, Myanmar, China, etc., Japanese automobile companies and Japanese logistics 
companies are adapted to local logistics conditions and constructed logistics systems, such as milk 
run procurement, VMI (vendor managed inventory), remote location consolidation, etc. In addition, in
 line with the movement of regional integration in ASEAN, Japanese automobile manufacturers have 
been trying to construct an international mutual car / parts supply network, and Japanese  logistics
 companies have been developing an international logistics services in accordance with the shippers'
needs.

研究分野：物流論
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　アジア諸国での日系自動車企業と物流企業のロジスティクスと物流体制を横断的に研究することにより、各国
の事業環境に適合したシステムが開発されている一方、共通的に日本企業の特徴であるジャストインタイム原理
が徹底していることが明らかになった。これまで研究蓄積が限られていた自動車産業のロジスティクスにおける
日系物流企業の貢献について、具体的な事例を収集した。自動車産業のロジスティクス効率化の視点から、アジ
アにおける物流政策について、物流規制の緩和と調和、ミッシングリンクを中心とした物流インフラ整備、国境
障壁の低減等の重要性を指摘した。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 自動車産業のサプライチェーンはグローバル規模に拡大し、調達、生産、販売に係る物流を
統合管理するロジスティクスが重要な課題となっている。急成長するアジア市場に進出する日
系自動車企業にとって、現地の複雑な事業環境に適合したロジスティクス体制を整備し、物流
企業とともに効率的な物流体制を構築することが重要な課題となっている。 

 
２．研究の目的 
アジア市場で活躍する日系自動車企業と物流企業等を対象に、そのサプライチェーンとロジ
スティクスの現状と課題を分析するとともに、物流企業の自動車関連物流サービスのグローバ
ル展開を把握することを目的としている。自動車企業と物流企業との相互関係から発展するロ
ジスティクス・物流体制を明らかにするとともに、各国の規制、政策や EPA/FTA（経済連携
協定／自由貿易協定）、インフラ整備等との関係についても分析する。 
 
３．研究の方法 
(1) 研究課題が物流政策、自動車企業、物流企業、国際物流といった多分野に関連しているた
め、各分野の専門家との共同研究体制を整えた。林克彦（流通経済大学）が研究を統括し、そ
れぞれ根本敏則（敬愛大学）が物流政策、橋本雅隆（明治大学）が自動車産業のロジスティク
ス、齊藤実（神奈川大学）が物流企業、石原伸志（東海大学）が国際物流の視点から研究を分
担した。研究代表者、研究分担者および各研究者の指導する大学院生等による研究会を設け、
文献レビュー、統計分析を行い、海外の日系自動車企業と日系物流企業に対するインタビュー
調査等を実施した。 
 
(2) 現地調査は、平成 28年度にインド、平成 29 年度にタイ、インドネシア、シンガポール、
平成 30年度にタイ、ミャンマー、中国（北京、上海）等で実施した。毎年度、現地進出日系自
動車企業、物流企業等を対象にインタビュー調査を行うとともに道路、港湾、鉄道等の物流イ
ンフラの視察を行った。現地調査の後、事実関係をとりまとめた調査報告書を作成し、その後
研究会で議論を深め、論文作成や学会発表を行った。 
 
４．研究成果 
(1) インドでは、北部自動車クラスター（デリー周辺）進出企業と南部自動車クラスター（ベ
ンガルール、チェンナイ周辺地域）進出自動車企業、及び物流企業のインタビュー調査と港湾、
鉄道、道路等の物流インフラの実態調査を実施した。その結果、日系自動車企業はインド市場
に適合した低価格小型車の投入や、周辺諸諸国と部品・完成車の相互供給体制構築を進めてお
り、日系物流企業はそれを支える効率的な部品ロジスティクスサービスの開発と提供を進めて
いることが分かった。 
大量生産工場向けや大型部品では、サプライヤーによる JIT（ジャストインタイム）物流が
導入され、トラック単位に満たない調達部品ではミルクラン調達や遠隔地混載等のロジスティ
クスシステムが導入されている。しかし、物流オペレーションをより効率化するためには道路、
鉄道、港湾等のインフラ整備、複雑な輸送制度、税制等の改善が課題となっていることが明ら
かになった。 
 
(2) 東南アジアの主要な自動車クラスターであるタイ（バンコク周辺）とインドネシア（ジャ
カルタ周辺）で、自動車組立企業、部品メーカー、物流企業等にインタビューを行うとともに、
港湾、道路、物流団地等の実態調査を行った。その結果、バンコクやジャカルタ周辺の自動車
産業クラスターでは、JIT 原則に基づく高度な調達ロジスティクス体制が構築されており、日
系物流企業や現地物流企業が実際のロジスティクス・オペレーションを担っていることが明ら
かになった。 
日系物流企業は、グローバル戦略に基づき、日本や中国等で開発したミルクランや VMI（ベ
ンダー在庫管理）等の自動車部品ロジスティクスサービスを東南アジアで横展開している。一
方、現地物流企業は日系物流企業等のノウハウを獲得しながら、低コストを武器に日系自動車
企業の契約を勝ち取るケースも出てきている。自動車部品物流市場をめぐって、国籍を超えた
物流企業の競争が激化している。 
 
(3) 世界最大の自動車市場となった中国では、日系自動車企業の中国国内販売台数が日本国内
販売台数に迫るほどの生産規模になっている。日系自動車組立企業の工場立地と部品工場集積
地域とが離れている場合が多いため、部品調達が長距離輸送となることが多い。物流効率化の
ため、部品サプライヤーが集中する地域でミルクラン集荷し、混載した貨物を 17.5ｍ長大トレ
ーラーで組立工場周辺の物流センターまで幹線輸送し、そこから生産ラインの進捗に合わせて
分割し JIT納品している。道路損傷や交通事故対策のため長大トレーラーの運行を禁止する方
針が打ち出されていることやコスト削減のため、鉄道へのモーダルシフトを進めている企業も
ある。 
 
(4) ASEANでは、AEC（ASEAN経済共同体）創設や GMS（大メコン圏）経済回廊の整備に



より、地域統合が進められている。東西経済回廊のうちタイとミャンマーを結ぶ区間は、これ
まで整備が遅れていたが、日替わりで一方通行となっていた区間にバイパス道路が整備され、
税関で電子通関システム MACCS が導入され、2019 年には第二友好橋竣工予定となり、徐々
に整備が進まれている。 
この区間を実走調査したところ、まだ整備が必要な区間や橋梁が多いものの、大型トラック
が国境のミャワディからヤンゴンまで走行可能となっていた。日系物流企業がバンコク・ヤン
ゴン間でトラック輸送サービスを開始しており、このサービスがこれまでの海上輸送と比べ大
幅に輸送時間が短縮可能な新物流ルートとして関心が高まっている。 
 
(5) ASEAN諸国では、自動車産業保護を目的に自動車や部品に高い関税を課していたため、
市場規模が小さい国にも生産拠点が配置されてきた。しかし、貿易自由化や地域統合措置によ
り、日系自動車企業や部品メーカーを中心とした新たな自動車・部品生産・相互供給ネットワ
ークが形成され始めている。 
高付加価値部品では、AICO（ASEAN 産業協力）スキーム導入以降、関税引下げや規模の経済
を活かした生産コスト削減のため、ASEAN 域内の特定の国において特定の高付加価値部品を集
中生産して、それらを域内の国々に相互に供給する体制が構築されている。ただし越境輸送費
用が高い嵩高品や重量部品の場合には、組立工場周辺で生産され JIT 納品される場合が多い。 
一方、労働集約型の部品では、ワイヤーハーネスにみられるようにタイプラスワンの工程間
分業による生産が広がっている。その理由として、南部経済回廊や東西経済回廊などの越境交
通インフラの整備、相互乗り入れ車両の活用による越境輸送費用の低減とリードタイムの短縮、
タイの人件費上昇等が挙げられる。 
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